
主催者挨拶 

 

皆様こんにちは。公益財団法人日本海事センター会長の宿利正史です。本

日の第 30 回海事立国フォーラムには、ここ神戸港の会場にも、ユーチューブ

によるオンライン配信にも、大変多くの皆様にご参加いただいております。

厚く御礼申し上げます。 

 

日本海事センターは、我が国の海事分野の中枢的なシンクタンクとして、

国内外の動向に的確に対応しつつ、幅広い調査・研究事業や助成事業を行っ

ており、これらの活動のうち、産官学の関係者との連携・協働を図る一環と

して、2007 年より「海事立国フォーラム」を開催し、また今年からは新たに

オンラインを活用した「JMC 海事振興セミナー」を開催しております。 

 

海事立国フォーラムにつきましては、例年 2 回、東京と東京以外の都市に

おいて開催してまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、

東京以外の都市での開催は 2019 年 10 月の松山での開催以来 3 年ぶりとなり

ます。 

 

今回は、第 30 回目という節目に当たるため、我が国の代表的な海事都市で

ある神戸市において開催することといたしましたところ、公務ご多忙の中、

地元を代表して、神戸市の久元市長並びに国土交通省神戸運輸監理部の田淵

部長のご臨席を賜り、後ほどご挨拶をいただきます。誠にありがとうござい

ます。 

 

さて、昨今の海運を取り巻く状況は、2020 年からの新型コロナウイルスの

パンデミックに伴い、外航コンテナ輸送のスケジュールの遅延や輸送障害、



スポット運賃を中心とした市況の急騰など、グローバルサプライチェーンの

混乱が生じており、さらに本年 3 月のロシアによるウクライナ侵攻に伴い、

資源・エネルギーの安定的な確保という我が国の経済安全保障上の新たな対

応も求められています。 

また、国際海運においては温暖化ガスの排出削減など地球規模での気候変

動対策への取組みが喫緊の課題となっています。 

さらに、遠隔操縦が可能な自動運航船の実用化などの海事イノベーション

の推進に向けた様々な取組みも進んでおります。 

 

一方、今後の海事社会を支える人材に目を転じると、その安定的な供給の

確保とともに、求められる人材の質的な変化への対応が急務となっていま

す。 

すなわち、船舶の安全運航の確保は、言わば「１丁目１番地」ですが、加

えて、海事分野におけるカーボンニュートラルの実現に向けた代替燃料の活

用など環境対策への対応、デジタルトランスフォーメーション（DX)への対

応、さらに洋上風力発電などの海洋・オフショア関連事業の展開への対応な

ど、今後の海事分野における課題は多岐にわたっており、求められる人材の

範囲や質も当然に大きく変わりつつあります。 

 

他方で、我が国の現状は、本格的な少子高齢化社会の到来の中で、海事分

野の仕事に魅力を感じ、また関心を持つ若者が少なくなっています。加え

て、専門的な技能や幅広い知見を有する優秀な人材の育成のためには、産官

学が戦略的に連携した長期的かつ継続的な取組みが必要不可欠です。 

 

本日の海事立国フォーラムでは、このような状況を踏まえ、「今後の海事社

会に向けた海事人材の育成と将来展望」について、皆様とともに考察を深め



たいと思います。 

 

まず最初に、日本船主協会の友田副会長並びに日本水先人会連合会の阪本

専務理事から、それぞれ基調講演をしていただきます。 

次に、当センターの野村主任研究員及び田中専門調査員から、続いて、神

戸大学大学院の阿部海事科学研究科長から、その後日本郵船㈱の小山専務執

行役員からそれぞれ講演をしていただきます。 

最後に、関西大学名誉教授で神戸大学客員教授の羽原先生をファシリテー

ターとして、4 名の講演者と共にパネルディスカッションを行い、併せてご

参加の皆様との質疑応答も予定しております。 

 

本日の海事立国フォーラムが、ご参加いただきました多くの皆様にとりま

して真に有益なものとなることを期待いたしまして、冒頭の私の挨拶といた

します。 

本日はご参加いただき、誠にありがとうございます。 


